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はじめに

本調査報告毒は .名護市宇茂佐第二地区土地区画

整理事業の計画に伴い ‘圏、県の補助を得て 、県文

化。果の協力を得ながら名護市が主体となって発掘調

査を実施した成果の記録です J

今回の発掘調査は区画整理事業との調整を目的に

主に遺跡の範囲や、歴史的価値と性格を把握する。

「まちづくり」を進めるにあたって開発は必要不

可欠な行為であるが、そのことによりいちじるしい

自然環境の破壊や歴史環境の保全が損なわれるよう

なことがあってはならない。

現在、宇茂佐古島 (屋部古島)遺跡には三ヵ所の

井泉が残リ力一ウガミに宇茂佐や屋部の区民が訪れ

る

ムラの移動を知る上において 、字誌づくりなどに

もなくてはならない歴史遺産であるとともに、生を

受けた井泉を拝む「心」 のよりところとしても引き

継くへき 「文化遺産」である。

調査の成果をふまえて 、これらの歴史環境を生か

した開発計画の策定を申し入れるとともに 、保存に

ついての調整を進めていきたい。

関係者並びに市民の御理解と御協力をお願い致し

ます。

平成 4年 3月

名護市教育委員会

教育長 玉城嘉  l藁



例己�  

1.本調査報告蓄は、平成2年、� 3年度に実施した宇茂佐古島遺跡の範囲確認調査の

内容を記録したものである� 

2.本事業の経費については、文化庁� (80%)、沖縄県� (10%)の補助を得た。� 

3.発掘調査については地主の格別の御理解と御協力が得られた。記して謝意を表す

る。

岸本キミエ氏、岸本利仁氏、山入端一正氏、岸本光雄氏、呉屋信三氏

比嘉敏雄氏、岸本嘉松氏、比嘉アイ子氏、比嘉辰旨氏� 

4.調査の実施および資料整理においては、次の方々の指導、協力をいただいた。

記して謝意を述べたい。

発掘調査協力・教示 沖縄県教育委員会

文化課

陶-磁器の同定 大橋康二氏� (九州陶磁文化館)


瓦の蛍光X線分析 三辻利一氏� (奈良教育大学)


高麗系瓦の同定・教示 小渡清孝氏
 

5.遺跡の分布図は名護市役所発行の1/25，000地形図によった。� 

6.遺跡の位置図その他は、国土地理院発行の� 15.000国土基本図によった� 

7.本書の執筆、編集は当市教委、社会教育係、文化財担当者があたった。� 

8.実測図の表現は以下に示すとおりである。� 

① 

①稜線(明瞭な線であることを示す)

②稜線(不明際な線を示す)

③描薬のさかいを示す

④抽薬がかかっている範囲を示す
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1.調査の目的と調査の経過

昭和62年、名護市宇茂佐第二土地区画整理組合設立準備委員会から区画整理事業の

計画が示され、その実施にあたり文化財の有無について当教育委員会に照会がなされ

た。

土地区画整理事業区域内にこれまでの遺跡分布調査の結果から、屋部J11口古瓦出土

地と、宇茂佐古島遺跡の存在が知られていたため、区画整理事業との調整資料を整え

るため、発掘調査を行うことになった。

現在、宇茂佐古島� (屋部古島ともいう)遺跡には三ヵ所の井泉が残リ「力一ウガミ」

に宇茂佐や屋部の区民が訪れる。

「水」に対する習俗と「生」を受けた井泉を拝む風習については、民俗調査を入れ

利用の状況把握に務めた。

遺跡の範囲がほとんど畑として利用されているため、発掘可能地は限られた土地の

みである。

西兼久原、古島原‘安田根川原の土地について全筆、法務局で土地調査を行った後‘

所有者に会い、同意の得られた場所から試掘に入ることになった。

当初は、地主からの聞き取りの状況などから、かなり段乱されている事が言われ、

遺跡の保存状況は良くないと考えられていた。

表面調査の結果からも、パックホーで掘削したのがわかり‘かなりの焼乱が予想さ

れた。

収穫の終えた土地について、短期間で調査を終えるという条件で地主の協力が得ら

れたので、測量に入り 、可能な限り調査範囲を広げ、ゲリツトの設定を行った。

試掘地点については、グリット設定後、遺跡の範囲がある程度つかめるように選定

した。

現場での杭打ちが完了した時点、で、名護市の都市計画課と調整して調査がスムース.

に行くように、地主へさらにお願いをした。

地主の同意が得られるたびに、試掘地点を広げるという調査の経過を取らざるを得

ないが、昭和63年度の試掘調査の結果では、当初の予想よリは、はるかに遺跡の保存

状況は良いと判断された。第� 1I曹は、耕作機械により土地の切り返しがあるが、第3

層はしまった固い土質で遺物を多く含む層が確認できた。昭和63年8月18日、土地区

画整理組合設立準備委員会、名護市、 宇茂佐区、屋部区、関係地主などへ連絡し、現

場において、説明会を開催し、遺跡の本格調査の必要性と、遺跡の保存、地主への協

力を依頼し、埋蔵文化財等の可能な限り詳細な情報を早期に把握する作業に入ること

を確認した。
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E 調査の組織

調査総括 名護市教育委員会教育長 玉城嘉轟

調査責任者 社会教育課長 島袋正敏

総務責任者 社会教育係長 仲宗根敏雄

総務 仲村京子

調査員 島福善弘、比嘉久

調査補助員 松田博文 、岸本利枝

民俗調査員 比嘉ひとみ

資料整理 仲村美代子、仲原� l帽子、仲村美香、渡辺晴美、古波ひとみ� 

(実測、 トレース)

発掘作業員 松本優一郎、仲間八重子、村山セイ子、仲村志津子、大城ウ卜

伊豆味良子、呉屋太郎、大城一、古堅正子、宮城千代、渡久地トミ子

比嘉健、岸本憲晃、比嘉広彦、田中郁子、安富晶子、我部早苗

仲村慎子、山城ありさ、池間和代、照屋洋枝、長山さおり、 宮城茂也

国吉ゆかり 、兼次せい子、比嘉司、比嘉克也

J[.宇茂佐古島遺跡の

位置と歴史的環境

宇茂佐古島は東屋部川の東岸に位

置し 、屋部橋から東へ約� 300m離れ

た二つの谷筋にある。

北側にピーザンと呼ばれる丘陵が

あり 、それが東側に連なり南側のユ

アギ森まで三方森で固まれ、冬の北

風や台風から身を守るのに適した地

形である。

品 |実 可

/ 沖縄島� 
/ 

ー 局宮古島� 

. ~・ r .':0電車h 
._ i1!i表島

胃『ι 大平洋� 
' 白川

第� 2図名護市の位置�  
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北側の谷には、半ヌ井、中ヌ井、半ヌ井の井泉が残っており、なかでも中ヌ井は

保存がよく、強く古島時代の存在をアピールしているかのようである。

宇茂佐古島は屋部古島とも呼はれ、現在でも、宇茂佐や屋部の区民を中心に盛んに

「力一ウガミ」などが行われている。

また、屋部川の河口はかつて良港だったということである。古老からの聞き取りや

地名調査 (小地名図参照)によると、まずトウンチマガイという曲がり (カーブ)し

た所に唐船の停泊場があリ、さらに川を登った所に、シンドウガニク (舟頭の浜)や

シキジンという船着き場、アジムンイシ (写真 6)という唐船を結んでいたという

岩があった。文献にも合衆国議会版として、日米和親条約締結 (1854年 を目的とし

たへリ一一行の航海記録 『日本遠征記 (1----3巻) に、「字茂佐で、私達は、すはら

しい船と木材置場を発見した。そこはかつてジヤンク船 (帆のある船)を造っていた

所である。」と記してある。山原船も、屋部川のかなり上流まで、航行しているとい

う伝承を考えると、屋部川の河口は良港として利用されていたことがうかがえる。 
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宇茂佐古島力一 (井泉)民俗調査	
1988 6/5. /6 

聞き取りした事項を以下に列挙する

宇茂佐売庖のおはさんよリ� (50代位) 

.出身は屋部の久護� 

・屋部の久護は正月� 3日に古島の力ーを拝んでいる。供物は酒と花米である。

・正月� 3日には、宇茂佐は宇茂佐売庖と県道を隔てた向かいのムイの下方にある力ー

を拝む。古島の力ーを拝むかどうかは知らない。

屋部 道路を歩いていた70代程のおばあさん3人よリ� 

・正月� 3日に� 3つの力ーを 一門の家庭が拝んでいる。各家庭毎に拝む。ウガンのみ

で水を汲むということはない。

大
7 

・正月の水撫では各家庭にある井戸の水で行った。� 

• 	2つの力ーは水はないが、� 1つはまだ酒れていない。

名護鉱材隣の岸本家のおばあさんよリ� 70歳程� 

• 	4、5年前に越してきたばかりなので古島の力一の詳細については知らない。� 2つ

の井戸の場所は知っているがもう� 1か所は分からない。

・旧正月� 3日は屋部区から拝みに来る。宇茂佐の人はみかけない。他の部落の人も時々

拝みに来る。� 

II 



比嘉マツ 屋号テップヤー(鉄砲屋) 屋部768番地� (久護� 1191) 

明治36年生� 

• 3つの力ーともフルジマガーと呼んでいる。� 

-旧正月� 3日のハーウガミ行事の日に拝む。� 1年に� 1回しか拝まない。� 

• 5月ウマチーには拝ま芯い。時間は特に決まってなく 、その日の内に行けばよい� 0

・屋部ではプーイチムンのみが拝む。家庭ごとに� 1人出る。普通は女の人が行くが男

の人でも構わない。話者は現在は行かない。嫁が行っている。

・供物は酒と米、線香� ( 2平半 火はっけない)である。

・祈願の内容は去年の御礼と今年のあいさつである。� 

• 3つの力ーを拝む順は本来なら上、中、下の� JII真だが今は適当に拝んでいる0 

.宇茂佐が拝んでいるかどうかは分からない。

・中の力ーのみ水が残っている。戦後すぐまでは名護鉱材と道を隔てた向かいの家(宇

茂佐区)は中の力ーの水を汲んでいた。他の� 2つの力ーは戦前から水はなかった� 0

・子どもが生まれた時の産水は家の井戸から汲んだ。ぞれ以前は部落内にいくつか

あった力ーから汲んできた。死者の湯涯に使う水も家の井戸から汲んだ。古島の力ー

を利用したことはない。

・プーイチムンの出身であれば他部落に嫁に行っても拝みに来る。

12 



11.調査結果の詳細� 

1.発掘調査の範囲と方法

第� 5図に示した地形測量に基づいてグリットの設定を行い、発掘調査の同意の得ら

れた休耕地を選んで可能な隈リ広範囲に及ぶように調査を進めた。

古島の生活層が残るかどうかの確認のため、まず、� 0列において東西方面に詰掘を

行い層の観察を行った。

この結果、保存のいい遺物包含層が確認されたため、遺跡のひろがリをつかむのを

目的に南北方向にも試掘トレンチを延ばし調査区を広げていく方法をとった。

川添いの513番の土地についても試掘を試みたが、そこは兼久� (砂地)で遺物は採

集されなかった。

また、図に示すような遺物包蔵地の確認ができ 、宇茂佐古島遺跡の広がりとして

応のラインが把握できた。

以上の成果をもとに、� 2次調査を計画し、調査の範囲を決めることにしたが� ‘昭和� 

63年10月に予定されていた区画整理組合の設立が遅れ、古島の範囲は農作物が植えつ

けられ、発掘承諾書が得られない状況になった。

したがって、二次調査は557番、� 546番、� 547番の三筆についての発掘調査である。ま

た最後に発掘承諾書の得られた582番についても試掘を行うことになった。

宇茂佐古島遺跡は長期にわたリ、利用や廃棄がくりかえされた翠合遺跡である。遺

構、遺物の共存、先後関係をとらえるため、一層ずつ土を除去しながら作業を進めた。

写真� 1 発掘風景� 
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屋部川� 
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2.層序�  

層まであり][ r.......‘キピ畑やミョウガ畑や休耕地である。遺物包含層は調査地域は

N層は、いわゆる地山である。特に� E層の古島時代の層位は浪好な保存状況であり、� 

50cmくらいの厚みて分布しているのがわかった d

また、上ヌ井から下ヌ井にかけて際の層が観察された。以下、基本的な層位につい

て述べる。� 

I 層� (茶褐色土層) 表土層、畑の耕土。

E 層� (明褐色土層) 撹乱層 、まだら状� (黒色土と赤褐色土が混在)を呈

する。

E 層� (黒褐色土層) 遺物包含層。木炭、グスク土器‘陶磁器、瓦、獣骨、

自然遺物を含む。

N 層� (黄褐色土層) いわゆる地山、シjレト質土層。遺物はまったく含ま

ない。

写真� 2 断面� 



--

8
.向 

0
0
.
円

」
凶

、、 、

u」� 
U 

畳一
 

v

円
"
」
凶

~ 制
廿掴

四
乞t h

N

N
3l' I】ー�  l三� 3 

日� 

8 
M 

由里

、凶、.1

斗
~ 


i、� "1，、ー� 
1.0 V ，-:司 8 
，-. ...'ぶ

0

制
経
由

t
O

、、

-，� 

O
N
l
oI I( tJ~一-一一‘ 日ト

I
IE 

刷� I ¥ II~'什 
llfl11 I ， ¥1 t/.'.τ司

悶� 1 _‘ 高� FHI ¥.0 'V a._ 
~ ，{~h:l 

1 ¥ t5:i 
N 
，:1.…~ 

同冒..円且目�  .. .，. 
l

f
l

」
凶 

1同� 1- I，';;~ 
I A -- I'~"-'』何品-

割11 " I t号l 
医� 

1 II
I
ー
I1 l0'~ 

.，. 1'... 
z υ 叶

'一ー-
日

， I I 号t~，-百回 制
医 

FN
I
C 

t 、回予�  

' 制
割

以

甘

由 

1
0

N

経

、』c。
1 I城湯� 
¥ ¥ ~ ~わ 
¥ I・民主毛� 

制
優 

図
阻
逼
怯
睡

図 
ω
憾 

-...， 

...... 00 



19 

M-35束笠 しー35東壁 K-35東盤� 

「一一一一「ーーー一一「一一、 1. I ‘ 
ト「ァ」 トー、� 1 b 

iー-、、ー一

H J 
L--ーーーーー__.J� 

_ 

¥.._ーー土三� 1 
-， I 

iH li  EL-3.∞ 

L----J 

J -35東笠� 
1-35束M 

H-35東嬰� 

， 
Jl.b 

，
�
 

1 • 

-一ーーーーー

4 EL=3.∞ 

ーー-ーーー一一ーーーゴ� 

H-35西堅� 
J -35西堅

∞.L=3E.一一� 
t
t
J

日� 

、 』

-

h

-

F
 

M-35北竪� 
H-35南袋

務土� -r- -二~一、一一一一一一----------1 、� 1'.
γ一一一一一一寸7;

¥(ーーム〉一一一 ぺ L-ーーーーー-
〆

ーイf

、� n !ELL 3.∞ 
、 ，ー-ー� -ーー-ーー -J 
L_ーーーーーーーー'� 

F-28南墜� F-27南壁� 

1
 

1
 

第� 7困層序断面図�  



T型トレンチ束鐙

巳L=5.∞� 
I-a 

L、
、ーー ーー一一ーー一ー-ー ー一一一ー� ー，一一ー←一ーー--・・ーー-、ーー『ーー__-ーー

， 

ー、ー'-
T裂トレンチ東鍵� 

1 -0 
E.L= 

5. ∞ 

-，ー-ー--ーー、ー一ー一一一一一ー'ーーーーーー'ーーーーー----ーー一、 ，ー' 「、ー一ーー

T型トレンチ東鑓
一一� EL・5.∞

ーーー
試纏トレンチ束盤

ーー， 

、、
、、

事土

F
 

，J '' 

ーーーーー� -ーーーー-←←

、 0 1 

巳L=4.∞� 

2m 
砂、

、
，， 

袋東チ、
/レ

，
ペ
糊

で

ーーー、

E
h
'
 

続纏トレンチ ~t~

，， 
E.L= 

; 4. ∞、、、
ーーーー一一ー一一ーー

，， 

，，
 く

，，
 〆

，，
 ，d 

砂

一、，、
、

『

第� 8図層序断面図�  

20 



3 遺 構� 

1〉欠の訪掘調査で、遺物包含層が良好
H
A仏 

な状態で保存されていることがわかって

いた。2次調査は、その遺物包含層の広が

リを確認するとともに、住居跡や、瓦の

製作遺構などの検出を課題とした。

今回発掘したゲリッ トで、遺構らしき

ものが確認できたのは、第9図‘第10図

に示すように 、G-26、G-27、F-26、� 

F-27、そして� ‘H-35、1-35、j-

35、j-34、K-34.K -35、し-35. 

M-35である。

上記のゲリ ットで柱穴らしきものを確

認したものの‘住居跡のフランをつかむ

までにはいたらなかった。しかし 、K-

35に見る 、明らかに火を受けたと思われ� 

T
i M 

。� 

。
Q;) 

。
し

e 

ロ� 

。
。 。

。 K 
o 0 1

0

。。 。
。� 

J 

口。
@ 

H 

34 35 

o 2 5M 

第9図遺 構図

写真� 3 集石遺構� 
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る焼石や、し-35の焼土と炭は、人聞が生活した痕跡を示す遺構だと思われる。また、� 

H -35----j -35のグリッ卜に見える石灰岩の集石遺構も人閣の生活に関わるなんらか

の施設と思われるが、今の時点で、その判断はできなかった。

今後、発掘グリツトを広げることによって、住居跡のプランや、瓦などの製作遺構

が検出されることも考えられる。

ハノ� 

。。� 
@ 。 。

GI 。� 
p 

。。
 
G 電=コ

。。。。

F 

26 2 7 28 

第10図遺構図�  
0 1 2 5 1"1 

写真� 4 柱穴
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4 遺 物

出土遺物は、人口遺物と自然遺物に分けられたが、E層からの出土遺物はほとんど

が人口遺物である。自然遺物の採集が少なく 、また、最近のものも混じっているため

この項においては� ‘人口遺物を中心に述べる。� 

(イ)土器� (第11図)

出土する土器片はいすれも小破片で数も少ない。ほとんどが胴部であるため、器形

については判断できない。� 

1は� 1片のみの口縁部である。口唇部は舌状でタ卜反する。器面調整は� 2以外は内外

器面とも指頭あるいはヘラナデによる調整痕がみられる。

胎土は泥質で、混入物に砂粒がある。焼成は良い。3は器面が黒色である。

てブ-(]

• 


2 

、� 
l 

門
ハ
川 

も、 ~ 

Hω
 

I I 品一回
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6
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。� 
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一一一一一

第11図 土器� 
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む)磁器

青磁、白磁、染旬、色絵など輸入物が出土遺物の大半を占める。各遺物に関する事

項は、対称表に器種、製作地、年代、特徴を整理した� 
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第12図青磁
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第� 1表 第12図に対応する分類表

25 判 ‘
�
 

，
�
 

/ノ.

@:n花文碗(鹿か)

花文碗� 一� . 
. 

信瀦反形碗� 

11@ 

11 

ノノ

。� 

@ 

⑦ 

/1 4 clt<半~15c前半 :

. . 

.. 

. 

. . 

磁総一行磁一碗 /1 14cぷ~ 15c中葉 

11 /1ー--

11 11一
. -

r
代 備 古島� 
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一一111同i'i1rR窯系� 13d愛半~14c 
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11 1 4cf愛半~15c初 

/1 ~ 14c巾菜~未
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第� 2表 第13図に対応する分類表� 

2告� 1宅 年 備 考-

① :-1ド同竜泉窯系 ーァー� 1末.....4c 15c 文'1巾葉 一十内聞に陰主

11c

Hー←15cトノl ~cーー ノノ一一一一ート@ 

@ 一一一一一ーケ中国 一一� 15c -十活文干lf? 

@ 中国竜泉窯系 ー'-- 11 

磁器ー青隊 碗� ⑤ H ー←�  ぷ.....15c

位� 11花文碗 -→一中国福建目広東系十一� 15c 

⑦ 11 一→ 中国竜泉窯系 一←� 15c中葉.....16c前半 : 

@ 11 -←H ーι印花富文帯� 

@ 

L袋物ー⑪ !中国 一←� 14c末.....16c 

イに
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第� 3表 第� 14図に対応する分類表

路 将，� 4手 代 倫 考ー� 

q湖l先蓮弁文碗一一小閑ìiU誌~糸 一:-15c中東� -16c中葉� :

② 11 /1 /1 

.....@ 11 ーーーーーーーーーー-，-- /1 -マー』 /1 .. -. 

. 
@ 11 一� /1 一. /1 

. . 
-
a 

磁将一青磁一碗 ⑤ 11 
. 

/1 /1.. . 
. 

11 ノノ� ~ 15d愛半� -16c中葉� J一� ' ..... 
/1⑦ 1/ 一 . 一一� 15c1tl葉� -16c中葉. . . 

@ 11 ーーーーーーーーーーー司--r- /1 守ー・・� /1四� E

' 

.. ..
@ 1/ . 11 /1 一畳付付近の施紬は雑一 ...... 
⑪ 11 ーーーーーーーーーー..J...._. 11 一←� 15c後半� -16c中葉-.. . 
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第� 4表� 第15図に対応する分類表

~>> F重 年 代 併有

①剣あ宝弁文� 一十 中国竜炭窯系 一←� l5c後半--16c中葉

② 11 11 

@ 11 11 ー』高台内と見込無紬

見込印花文を胞すが� 

1ltf滅してL首

ノノ� 11 

磁器ー青磁ー碗 11 一一一~ー中国語建広東系ιl5c後半--16c

@:nイE文碗� 一ーナ中国 ーヶ� l5c--16c中葉

⑦ 明� 

@ ノノ ーー� l5c--l6c

@ ノノ� 

⑩ :中国 一←� 15c--16c中葉

巨匠n.fE文碗� 一一÷中国竜京窯系 ーァ 11 

考
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第� 5表 第16図に対応する分類表

器; flfi f手 代� 俄 考

腕一一①剣先蓮弁文碗一一中同名喰・広東系↓ー� 16c

:中間竜泉窯系 ーヶ 14c後半~15c前半÷外側面ヘラ彫蓮弁文

④ ，中国 一← 15c中葉~16c

⑤ヘラ彫蓮弁文阻十巾国竜泉窯系 →一 14c後半~15c前半÷高台内蛇ノ自F僻IJぎか

磁総ー青磁 m
 @ 

包潜イ研:~ 1ITl 一一十� H ーヶ 15c中葉~16c前半 4

@ 11 

@ 11 

⑪ 11 

⑪ 11 

⑫ 11 一一ーナ中国 一←� 15c中葉......16c

r-<I3溜~;;:JK~.-11.呈月期間壬:盛 一一←中国竜泉窯系 ート 14c後半~15c中葉十口縁部に櫛錨文

盤 ーイ� 

L_@ 11 11 
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第 6表 第17図に対応する分類表

手E 勾モ イに 備 考~ 

111-一一一 凶

11 一一一一一一 中国竜泉窯系� {ー J5c中葉~16c前半 :
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第� 7表 第18図に対応する分類表
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第 8表� 第19図に対応する分類表

fof. 年 代 備 ~ 
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第 9表 第20図に対応する分類表

25 手E '.ij lt 倫 考

① 

@ 

磁路ー染付ー碗 @ 

① 

@ 

@ 

一一一一一一一←中内11計部自窯系 →ー 15c後1モ~16c前半よタi面に折枝文 

:口縁部錨反


一一一一一よ� - 1/ -~ 15cAミ~16c中葉
 

1/ - : 16c後半~17c初 一切縁部内仮四方判事文裕

1/ 
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第10表 第21図に対応する分類表

器i 持� 年 倫

1$;'(:-T- 15cω 中同民側' ー+外商に騎馬人物文� 

ι 16cf 17c中同福建・広東系 愛半'"" 前半↓外面花唐草文

.... 

11@ 11 → 外商に騎馬人物文� 

:11車持U端反・4・tl.tのみ無手tlI

. 
11 ー~ 16c禾~)7c初 → 外面元主鳴文

磁総ー染付ー腕

イヒ

:11縁部儲反

17c16cぷ~中岡最徳鎖窯系 →- IlIi半

. 11 一← 15c~-J6c中葉 →応6に巻貝文か

。 中間福建・広東系 -'- 16 c後・~'""17 c前半 ;

中国最徳鈎窯系 ÷ー� 16c -外面に列点文 

11- -← 15cl愛半-17c初� →碗、小郎� 
e. -

.. 

考
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第11表 第22図に対応する分類表

器 極	 年代 備

① ; 中国景徳M~窯系ー- 15c後半~17c初→碗A、原

② 	 ノノ ーァ 16c後半~17c初十見込と外面花唐草文 

;高台内「大明年造」� 

:口総端反・畳付のみ無紬� 

③ N 一一17c 

総務一染付

④ : 中国福建・広東産÷ー 17c後半~18c ー÷口銭を肱す

⑤ 	 :肥前系 一←� 17c{愛半 →見込荒磁文・外側面自己文で� 

:あろう

@ '巾国福建広東産よー� 17c __.:.外面龍文か� 

考
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第12表� 第23図に対応する分類、表� 

*~ .fltJ 年 イt 備 考
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第13表 第24図に対応する分類表


23 手E 年 1~ 倫
 

rr同 ー'-16c-17c 

@ /1 1/ 

瓶 @ 11 11 十瓶か筆
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考

文

目

笹

網

�

 ⑤ 〆ノ ノノ� 1/ 

磁器ー染付� 

⑤ ノ〆� 
， 

1/ 

」

i

l

-

-

文
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見込h古物文・ft付付近無利

1/ 

m
 

③ /1 一一見込み玉取り獅子文

‘畳付のみ無利� 
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第14表 第25図に対応する分類表

2詩 純� 1f. イt 備 エ号

① 一覗か皿

11 

1/

一
一一

① // // 底部内外無紬� 

@腕 11 // 11 

@ 1/ __，__18c-19c~)J 一外面芽子草花文� 

L
 

@

@
1
1
1
 現代総・� *i・

.. 

.. 
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@ 1/ 一÷ー� 17c ーサ4面花庖諺文� 

小廊

H //⑪ 一� // 
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第15表第26図に対応する分類表

骨詩 格 年代 備考�  

- ① i 中岡京協賊系一一 15c~~ 16c

磁総T染付一肌 一一@ 中国 一一 16c後半~17c初 ←ヶ外面鹿島主文

I L③ 中国景f器実窯系一一 16c末~17c初 一←角形� 

I r y 中開高建系� →-18c~19ciiij半� → 外I爾に色絵を絡すが剥落し� 碗一@

l ている


ト色絵1
 
; Llm-⑤ 中国虫館線系一-16c 一一赤絵
 

L染付ー碗ー ー@ 中跡 地・広東産千�  17c後半"-18c ート遊具か?

見込蛇ノ白� F由利子fl:付無利� 
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U市 陶 器

この項では、宿鉢と問器について述へる

庖鉢はいずれも破片で素材は陶器質である。櫛目の読めるものは� 1のみだが、7本

の櫛目をセットにして内面口縁部まで掻揚げてある。口唇より� 2.5cmの間はナテ.消し

である。� 4の底部は碁笥底である。

第28図~第30図に陶器をまとめた。第30図の10と11は、褐袖陶器であるが胎土など

から国外から持ち込まれたものと思われる。� 
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(コ石製品-金属製品

砥石、石製品、鉄クギ、銅製の毛ぬきなどが出土した。

第31図の2の石製品は四面とも研磨が施してある。大半が欠損していると思われ全

形をつかめなく残念である。
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闘 瓦

1960年に早稲田大学の大川清氏らが東屋部川口から高麗瓦を採集し、早くから注目

されていた。一般的に高麗系瓦として扱っているが、本遺跡出土の古瓦は、「高麗瓦

匠造」、「大天」、「天」などの型押銘文瓦は 1点も検出されていない。

また、出土するのは、すべて女瓦で、なかには、第34図の 1のように‘一部膨脹が

みられたリ、第36図3のように、雑な仕上げのものがあったりする。また、なかには、

焼成の良くないものなど、一見して不良品と思われるものが出土することに注目した
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V.高麗系古瓦の産地推定に関する-試み

高麓系古瓦は、「 笑酉年高麗瓦匠造」銘のものを便して作ったものとされている

宇茂佐古島遺跡から出土する古瓦も、その形状から高麗系のものとみてよい。

しかし、その古瓦の生産年代や.制作地はいまのところ決定的な証拠が見当たらず

結論はでてない 本遺跡が、高麗系の瓦の消費地ではなく、 生産に関わる遺跡として

の可能性も考えられるということで、資料整理のなかで、この作業が行われた。

まず、第 1の目的は、県内における高麗系の瓦の分布状況を把握し、それを胎土分

析にかけることにより 、生産地の究明に役立てようとのことであった。

また、2つ自には、瓦に使用する土の分析を数多く行うことにより使用土に関する

情報が集まるのではないかということである。

したがって、今回の分析は、高麗系の瓦を中心にするが、数点は、土そのものや、

陶器、赤瓦なども項目に入れた。

高麗系瓦が現地生産か、輸入物なのかという議論をもっと深めるためにもこの作業

を継続していく必要があると思う。 そしてなによりも、分析データをもっと増やすこ

とが重要だと思う。

以下に各市町村に御指導、御協力いただいた分析調査の結果を報告する。

浦添グスク
(浦添市)

御細工所跡
(那覇市)

勝連グスク
(勝連町)

写真5 胎土分析をおこなった高麗系瓦
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第16表 高麗系瓦の分布調査表(2)

出土あるいは 出土あるいは
市町村名資料の有無

採集場所
市町村名資料の有無 採集場所

28読谷村 無 40具志頭村 笠E

29嘉手納町 亜 41玉城村

30沖縄市 無 42知念村 無

31北谷町 無 43佐敷町

大山前門原遺跡 44与那原町

32宜野湾市 有 大謝名同原遺跡

喜友名西原遺跡 45大里村 軍

33下 地町 46南風原町 無

i 

34上野村 無 47渡嘉敷村

35伊良部町 48座間昧村 .

36多良間村 無 49粟国村 霊E

37石垣市 笠E 50渡名喜村

寸

38竹富町 軍 151平良市

一一
39与那国町 152城辺町 無
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沖縄本島の遺跡出土灰色瓦の蛍光×線分析

奈良教育大学 三辻利一

1 )はじめに

生産地である窯跡が残っている土器類、例えは、須恵器、瓦、中世陶器などの産地

推定は蛍光X線分析のデータから窯跡へ結びつけることによって可能となる。この場

合には、まず、窯跡出土土器を分析して、どの元素が地域差を表示するのか、前もっ

て調べておかなければならない。全国各地の窯跡出土須恵器を分析した結果‘K、Ca‘

Rb、Srの4因子が有効に地域差を表示することが発見された。さらに、全国各地の

花商岩類を分析した結果‘窯跡出土須恵器の地域差に対応するようにして花商岩類に

も地域差があることが示された。日本列島の土台を構成する花嵐岩類も決して一枚岩

ではなかったのである。そして、K、Ca、Rb、Srの4元素は主として、花岡岩類中

の主成分鉱物である長石類中に存在することが示された この結果、窯跡出土須恵器

にみられる地域差は地質に基因することが判明した。

他方、窯跡の残っていない土箆類の産地推定は困難である。「産地」そのものの定

義が困難だからである。だからといって、これらの土器類の元素分析が役に立たない

訳ではない。これらの土器類を蛍光X線分析することによって、考古学に役立つ情報

を引き出すことは可能である。この場合にも、前記のK‘Ca、Rb、Srの4因子は有

効である。これらの因子によって示される差遣は地質に関係するからである。

今回分析した高麗瓦については沖縄本島内にこれまでのところ窯跡は発見されてい

ない。また、これと同じ胎土をもっ瓦の窯跡も朝鮮半島側で確認されている訳ではな

い。高麗瓦の産地は全くわかっていない訳である。高麗瓦の産地を知る手掛りを求め

て、今回の分析が行われた。

2 )分析方法

瓦片試料は表面を研磨して伺着汚物を除去したのち、タングステンカーパイド製乳

鉢の中で100メッシュ以下に粉砕された。粉砕することの意味は試料を均質化するこ

とと、成形して入射X線や検出器に対して一定の幾何学的条件を持つ試料をつくるた

めである。このあと、粉末試料は塩化ビニール製リングの枠の中に入れ、約15トンの

圧力を加えてプレスし、内径20mm、厚さ3'"5 mm の錠剤試料を作成した この錠剤試



料にX線を照射して発生する蛍光X線を測定した。蛍光X線スヘクトルの測定には2

次ターゲッ ト方式のエネルギー分散型蛍光X線スヘクトロメータを使用した。2次

ターケヘソトにTiを使用し真空下でK‘Caを‘また.Agを使用して空気中て・Fe、Rb、

Srを測定した。パックグラウンドを差し引いて、蛍光X線強度としてピーク面積が

求められた。分析値は同時に測定された岩石標準試料JG-1の各ヒーク面積を使っ

て標準化された。

3 )分析結果

分析値は表17にまとめられている。これらの試料を分布図上で分類してみよう。図

37にはRb Sr分布図を示す。須恵器の分析データから、この分布図が地域差を有効

に表示することが示されている。図37をみると、No1.No2だけがずれて分布し、残

りはよくまとまっていることがわかる。Sr因子て-No1 ， 2は他の高麗瓦とは異質で

あることがわかる。図38にはK Ca分布図を示す。同じ産地の須恵器はこの分布図上

でもまとまって分布する。図38をみると、No1， 2の他に、No5、8、13、14、17も

少しすれて分布する。この結果、No3、4‘6、7、9、10、11‘12、15、16の10点

の瓦は同じ胎土をもつことが示された。

K、Ca‘Rb、Srの4因子を使い、クラスター分析で分類した結果を図39に示す。

この図では横列に試料番号で類似したものから順に試料を並べてある。縦軸はK、Ca、

Rb、Srの 4因子を使い、最短距離法で計算した類似度を示す。類似したものから111買

に一本の枝に結び伺けられていく。そして、類似していないところで縦軸にギャップ

が生じる。例えは、No15とNo14の閤にギャップがあるが‘No14と陥17の聞にもある。

さらに大きいギャップはNo13とNo2の間にある。これらのどこのギャップで区切るか

については本法は特に客観的な判断を下ろしてくれない。この点が本法の欠点である。

それで、本法を使って区切る場合には筆者は必ずRb-Sr分布図上で確かめることに

している。今回はNo15とNo14の聞で区切ることにした。そうすると 、No3、11、4、

12. 6、7、9、10、16、15の10点がーグループにまとめられることになる。これが

前述した図37と図38による分類結果に他ならない。

この結果、同じ高麗瓦でも胎土は必ずしも一色ではないことが明らかになった。こ

の遣いが伺に基因するかを考えるため、まず、年代と対応させてみた。ところがグルー

フにまとめられた瓦の中には年代が別のものも含まれており 、また逆に、異質と推定

された瓦の中にもグループの瓦と同じ年代のものも含まれており、必ずしも瓦の年代
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差が瓦の材質の遣いには関係ないことがわかる。次に、出土遺跡との対応を試みた。

図的には今回分析した瓦の出土遺跡分布図を示してある。表17をみて比較すると、浦

添グスクのNo7とNo9は同じ胎土、したがって、同じ所て・作ったと推定される瓦であ

るが、No8は異質である。また、久茂地古井戸のNo11と陥12は同じ14C代の瓦であり、

胎土も同質であるが、No13、防14は同じ14C代であるにもかかわらず胎土は異質であ

る。ただし、No13とNo14は同質で同じ産地でつくられた瓦とみられる。このようにし

て、瓦の胎土の遣いは簡単には遺跡にも対応しない。ただ、明快にいえることは高麗

瓦の胎土は一色ではなく 、いくつかの別産地でつくられた瓦が混じっているというこ

とである。したがって、このデータだけでは朝鮮半島から持ち込まれたか否かの判断

はできない。

そこで、これら高麗瓦が沖縄本島産である可能性を確かめる一つの方法として、現

代の沖縄の陶器を分析してみることにした。一例として.大宜味村窯元、山原窯で焼

成された陶器片とその素材粘土を分析した。図37、38に示してある。Aが現代陶器‘

Cが粘土の分析値である。Rb量が多く 、Ca、Sr量が少ないのが特徴て・あり、 高麗瓦

とは別胎土であることがわかる。これは一例に過ぎないので、この結果だけで高麗瓦

が沖縄本島産ではないという結論も引き出せない。

残念ながら、今回の分析データから高麗瓦が朝鮮半島産であるとも、沖縄本島産で

あるとも結論を下せなかった。高麗瓦の胎土は単色ではなく、産地の解明はそう簡単

ではなさそうである。さらに多くの高麗瓦を分析し、また.沖縄本土の多くの陶器片

を分析していく過程でその産地について手掛かりが得られるものと思われる。
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第17表沖縄灰色瓦の分析値
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第40図灰色瓦の分布図
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V[.調査の成果と課題

本遺跡の調査の目的は、これから施行される区画整理事業との調整資料を整えるの

が主な目的である

遺跡の範囲については、第5図に示したように、一応のラインが把握されたn 遺跡

の性格については、これまでの調査で決定的な資料が検出できす、小規模な限られた

範囲の調査ということもあり、資料不定である これからの本格調査の課題である

次に遺物について述べると、土器、陶磁器、高麗系瓦、石製品、鉄、銅製品などが

出土した。全体的には‘遺物の量は多くなく、その大半は、陶磁器である

76 

造物の中心をなす、陶磁器の年代は‘14c-----19cまであるが、なかでも、14C-----16

cのものが中心をなすようだ

~ 
30 

C二〉

む

グ

01 10KM 

128 

第41図琉球古瓦出土地
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琉球古瓦分類出土地一覧第18表
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遺構については、第9.10図に示したが、その遥捕についての明快な答は出ゼなかっ

た。柱穴についてもいくつか確認できたものの調査範囲の制約があり 、住居跡等のフ

ランをつかむまでには到ってない 3 また、高麗系瓦の製作にかかる資料の検出も期待

されたが、今のところ発見されてない。

次に、本遺跡の最も注目すへきともいえる古瓦について若干の検討を加えてみたい。

1960年9月2日に大川清氏らは、屋部川口を調査され、高麗瓦を採集している。その

ときの調査報告を琉球古瓦調査抄報 にまとめられているが、それによると、「屋

部川口で、現在海岸そいの道路がこの川口で橋を渡る この橋伺近、つまり橋の南岸

の河原に古瓦片、陶磁片が散在している 鐙、宇瓦は発見て・きなかった。男瓦は浦添

城跡1類、女瓦は浦添城跡4、5類があった。」と記されている。

これまでの当市教委の謂査では女瓦以外の発見はなく ‘今後の調査の進み異合に

よっては発見される司能性があり注目したい

女瓦の文様については、本遺

跡出土の古瓦はいすれも小片で

断定はしがたいが大川清氏の浦

添城女瓦第4類に属すると思わ

れる。第34図1をみると、浦添

城女瓦第2類と 3頬の要素も持

ち合わせているので今後の検討

課題である。

第32図1や第44図に示した瓦

は文様の向きが逆になっている

例である。先の方がいくぶん厚

みが薄くなっているのがわか

る。

次に、出土古瓦のなかに、不

良品と思われる向きの物が混

ざっていることについて考えて

みたい。もし、高麗系瓦が高麓

国あるいは、イ也の場所からの輸

入品とすると、積み出す前に十
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分選別をするというのが自然ではないだろうか。字茂佐古島遺跡をもし、瓦の積み出

し港と考えるならば、伝承や.写真5にみられるように、かつて山原船が停泊したと

いうアジムンイシなどについてもう少し詳細な調査が必要である。

ヘリ一一行の航海記録 日本遠征記偏に、「宇茂佐で、私達は、すはらしい船と木

材置き場を発見した。そこはかつてジヤンク船 (帆のある船)を造っていた所である。」

と記されている。また‘地域の伝承にも、屋部川口にいつはい灰色の瓦が積まれてい

たというのが伝えられている。これらのことを総合して考えてみると 、宇茂佐古島遺

跡がこれらの物資の搬出入口であったのではないかという視点から見ることも重要な

検討事項ではないかと思われる。

それから最後に、高麗系瓦の産地については‘今のところ全くわかつてないが‘も

し沖縄現地生産という考えに立つならは、その産地推定はどのように行うかというこ

とが考古学的調査から重要な課題として浮かび上がってくる。

今回の奈良教育大学の三辻利 先生による「沖縄本島の遺跡出土灰色瓦の蛍光×線

分析」のデータは、これらの課題に科学的な示唆を与えたものと思われる。

今後とも、分析を継続し.データを増やすことにより結論が得られるものと考える。

第43図格子瓦A型

屋部川口、1960早稲田大学(小渡採拓)
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上、東屋部川のアジムンイシ(宜保栄次郎氏撮影)
1 :本松の位置まで山原船が出入りしていた。

中左、現在の東屋部川(アシ‘ムンイシのあった付近)

中右、現在の東屋部川(北側から)

下、字茂佐古島遺跡遠景

写真 6 東屋部川

8J 



写真7-1発掘調査に向けて全員による安全祈願

写真7-4中ヌ井

写真7-2発掘風景

写真7-5ピーザン森

写真7-3下ヌ井

写真7 発掘風景
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写真8-1H-35、卜35、J-35
集石と柱穴遺構

写真8-2東側正陵の試掘

写真8-3発掘風景

写真 8 発掘風景

写真8-4現場説明

写真8-5現場説明

写真8-6試掘トレンチ
実測風景
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写真10 青磁



写真11 青磁
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写真12 青磁
E・・・・・ ・圃・圃・・ 圃・・・圃圃
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写真13 白磁
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a 値
Fd-

写真14 白磁
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写真15 染付
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写真16 染付
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写真17 染付
.. 圃圃・・ .圃・・圃園 ・圃圃圃園・

・・・・・・・ -
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※高台内に「大明年造」の銘が記される。

写真18 染付
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写真20 染付 .---・・・・・・・ ・圃・・・園田
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写真21 染付
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写真22 摺鉢
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写真23 陶器 -・・・・・・ ・・・・・圃 ーーーー・・・圃田園・・・ ・固・・・・・・・
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写真24 陶器
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写真2S 石製品、金属製品



写真26 高麗系瓦
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102 写真27 高麗系瓦



写真28 高麗系瓦
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写真29 高麗系瓦
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写真30 高麗系瓦
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写真31 高麗系瓦
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